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2020 年 2030 年
従来車 50 ～ 80％ 30 ～ 50％
次世代自動車 20 ～ 50％ 50 ～ 70％
ハイブリッド自動車（HV） 20 ～ 50％ 50 ～ 70％
電気自動車（EV）
プラグイン・ハイブリッド自動車（PHV） 15 ～ 20％ 20 ～ 30％
燃料自動車（FCV） ～ 1％ ～ 3％




























































































　一方，2012年は「日本の EV 普及の元年」といわれているように，日本メーカーによる EV の





ホンダも2012年より日米で EV を量産する予定で（表２），いよいよ EV 普及の幕開けが始まる。
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表２　日本主要自動車メーカーの EV・HV 生産販売戦略（複数の新聞記事より筆者が作成）















































　日本をはじめ欧米の2020年での次世代車普及率は高めに予測されているのが，HV と PHV の寄
与が大きいと考えられる。中国の HV や PHV の開発の現状について筆者らは上海交通大学汽車研
究院の許敏院長や上海汽車開発センター新エネルギー車開発担当の付振興博士にそれぞれインタ
ビューを行ったことがある。結果から言うと，中国独自での HV と PHV の開発を行うことが難
しいそうだ。このような背景もあり，中国では新エネルギー車の開発において，開発ハードルの
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